
稲
賀
繁
美
[
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
総
合
研
究
大
学
院
大
学
助
教
授

ド
イ
ツ
文
化
状
況
瞥
見

比
較
文
化
]

文
化
振
興
と
大
学
の
役
割
。
新
世
紀
へ
の
取
り
組
み
の
ご
参
考
ま
で
、
ド
イ
ツ
瞥
見
の
印
象
を
述
べ

た
い
。

昨
年
五
月
、
十
五
年
振
で
、
再
統
一
後
の
ベ
ル
リ
ン
を
初
め
て
訪
ね
た
。
か
つ
て
毎
週
の
よ
う
に
通

っ
た
西
側
、
ダ
I

レ
ム
は
グ
ル

I

ネ
ヴ
ア
ル
ト
の
森
に
固
ま
れ
た
、
大
美
術
館
・
博
物
群
に
足
を
伸
ば

し
た
。
だ
が
、
当
時
威
容
を
誇
っ
て
い
た
絵
函
館
、
銅
版
函
館
は
、
テ
ィ
ア
・
ガ
ル
テ
ン
南
に
新
築
の
文

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
と
移
転
さ
れ
、
す
で
に
跡
形
も
な
い
。
民
族
学
博
物
館
と
東
洋
美
術
館
だ
け
が
、
物

寂
し
く
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
あ
た
か
も
西
洋
美
術
以
外
は
、
新
文
化
政
策
か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ
た

も
同
然
の
扱
い
だ
。
お
ま
け
に
民
族
学
博
物
館
の
応
接
広
聞
は
、
殺
伐
と
し
て
荒
れ
放
題
。
ま
た
イ
ン

ド
美
術
か
ら
、
ペ
ゼ
ク
リ
ク
の
千
仏
洞
壁
画
復
元
(
奈
良
、
京
都
を
爆
撃
か
ら
救
っ
た
と
の
逸
話
を
残
す
ウ
オ
ー
ナ

ー
が
こ
の
壁
画
「
略
奪
」
に
関
与
し
て
い
る
)
、
さ
ら
に
中
国
・
日
本
に
至
る
豊
富
な
収
集
を
誇
る
東
洋
美
術
館
は
、

も
つ
か
改
装
中
に
て
閉
鎖
。

西
ベ
ル
リ
ン
の
文
化
の
中
心
と
し
て
活
況
を
呈
し
て
い
た
、
往
時
の
ダ

I

レ
ム
の
繁
栄
は
、
も
は
や
偲
ぶ
術
も
な
い
。
昔
の
栄
華
い
ま
何
処
。

栄
枯
盛
衰
の
様
に
は
、
し
ば
し
唖

然
と
し
て
言
葉
が
な
い
。

再
統
一
後
の
ベ
ル
リ
ン
の
美
術
館
・
博
物
館
再
編
成
と
、
そ
の
字
む
幾
多
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ベ

ル
リ
ン
在
住
の
桑
原
節
子
さ
ん
に
、
詳
細
で
要
領
の
よ
い
紹
介
記
事
が
あ
る
(
『
ア
l

ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
第
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100 

三
号
、
二
0
0
0

年
秋
)。
シ
ュ
プ
レ

l

川
の
中
洲
に
位
置
し
、
西
暦
二
千
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺

産
に
指
定
さ
れ
た
、
旧
東
ベ
ル
リ
ン
の
博
物
館
島
に
は
、
名
物
の
ペ
ル
ガ
モ
ン
美
術
館
に
並
ん
で
、
現

在
改
修
中
の
ボ
l

デ
美
術
館
に
、
古
代
・
地
中
海
文
化
圏
の
美
術
が
集
中
さ
れ
る
予
定
。

文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
移
転
し
た
ば
か
り
の
西
洋
絵
画
も
、
再
度
、
博
物
館
島
へ
と
移
動
さ
れ
る
予
定
と
な
り
、
賛
否

両
論
の
議
論
を
呼
ん
だ
。

一
九
七
0
年
代
に
破
壊
さ
れ
、
東
独
様
式
の
ア
ス
ベ
ス
ト
貼
り
「
共
和
国
宮

殿
」
へ
と
変
貌
し
た
、
旧
ベ
ル
リ
ン
市
宮
殿
の
再
建
計
画
も
日
程
に
昇
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
ダ

l

レ

ム
の
東
洋
美
術
館
や
民
族
博
物
館
を
も
吸
収
す
べ
き
と
す
る
、
文
化
財
団
総
裁
レ
l

マ
ン
の
提
案
は
、

今
の
と
こ
ろ
予
算
の
裏
付
け
も
な
い
机
上
の
空
論
。

実
現
に
は
な
お
最
低
十
五
年
は
掛
か
る
だ
ろ
う
、

と
い
う
の
が
桑
原
さ
ん
の
予
想
で
あ
る

。

秋
か
ら
は
由
緒
あ
る
大
学
都
市
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
教
鞭
を
取
っ
た
。

ド
イ
ツ
唯
一
の
大
学
付
属

東
洋
美
術
研
究
所
か
ら
の
招
き
だ
が
、
中
国
学
・
日
本
学
研
究
所
の
面
々
と
も
密
接
な
交
流
を
持
て
た

。

だ
が
こ
ち
ら
も
州
政
府
の
方
針
で
ア
ジ
ア
学
関
係
施
設
の
整
理
再
統
合
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
蓄
積
を
将
来
の
発
展
に
生
か
せ
る
か
否
か
、
今
が
正
念
場
と
い
っ
て
よ
い
。

も
と
よ
り
東
洋
美
術

史
学
は
西
洋
美
術
史
学
と
は
学
問
的
な
接
点
が
乏
し
い

。

日
本
学
関
係
で
は
、
文
学
・
政
治
そ
れ
ぞ
れ

一
講
座
相
当
の
脇
に
、
美
術
史
学
が
一
講
座
相
当
と
い
う
配
分
だ
が
、
両
者
の
学
生
同
士
の
交
流
も
活

発
と
は
い
え
な
い
。

学
部
段
階
の
語
学
習
得
は
共
通
大
講
座
に
し
て
、
修
士
以
上
で
専
攻
の
研
究
者
養

成
に
焦
点
を
絞
る
の
が
大
方
針
の
様
子
だ
が
、
そ
の
設
置
場
所
が
ど
こ
に
な
る
か
は
、
州
政
府
の
意
向

次
第
で
、
目
下
な
お
不
透
明
と
い
う

。
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。



こ
れ
と
は
対
照
的
な
の
が
、
ザ
ー
ル
ブ
リ
ユ
ツ

ケ
ン
大
学
の
「
文
化
問
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
博

士
課
程
の
場
合
だ
ろ
う

。

ま
だ

歴
史
の
浅

い
コ
l

ス
な
が
ら
、
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
引
か
れ
て
、

ロ
シ
ア
や
ア
ラ
ブ
圏
な
ど
各
地
か
ら
、
留
学
生
を
含
め
て
多
分
野
の
学
生
が
集
ま
っ
て
く
る

。

母
体
と

な
る
比
較
文
学
担
当
者
が
、
ロ
マ
ン
ス
語
系
の
専
門
家
と
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
と
の
交
流
の
場
を
確
保
し
、

専
門
蛸
壷
と
は
無
縁
の
脱
領
域
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
も
幸
い
し
た

。

フ
ラ
ン
ス
国
境
に
ほ
ど
近
い
と

い
う
お
土
地
柄
、
思
わ
ぬ
多
言
語
状
況
、
複
数
文
化
混
在
を
格
好
の
下
地
と
し
た
、
新
た
な
大
学
教

育
・
研
究
の
模
索
が
こ
こ
に
あ
る。

大
き
な
文
化
的
地
殻
変
動
と
長
期
展
望
の
動
揺
、
歴
史
あ
る
老
舗
大
学
の
遼
巡

、

そ
し
て
異
分
野
交

流
の
可
能
性
、
留
学
生
に
よ
る
知
の
活
性
化

。

翻
っ
て
明
日
の
京
都
は
何
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
の

だ
ろ
、
っ
か。

-
・
・
・
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